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福岡湾における養殖ワカメの種苗による生長と形態の相違
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筑前海におけるワカメ養殖業は,漁閑期である冬期の

重要な漁業のひとつであるが,養殖ワカメの生育が漁場

環境の影響を受けやすいことから,その生産量は年変動

が大きい(図1)。特に近年は,主生産地である福岡湾

内東部漁場(志賀島　弘地区漁場)において,斑点性先

腐れ症の発生1)2)等によって生産量が大幅に低下してい

る。当地区において安定生産を図るための対策としては,

養殖漁場の転換や,種苗,養殖施設,養殖管理方法の改

善e改良等が考えられる。このうち,種苗については,

長年にわたって長崎県島原産の種苗のみを用いた生産を

行ってきていることから,現在の漁場環境のもとで,よ

り優良な生長や耐病性を示す新たな種苗の導入を検討す

る必要があると考え,地元産や北方系の種苗等,産地が

異なる6種の種苗を用いた養殖試験を行い,種苗による

生長と形態の相違について検討した。　　　　　　儲
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図1筑前海におけるワカメ養殖の生産量と経営体数の推移

方　　　　　法

種苗は福岡県志賀島及び同弘,岩手県佐須及び同釜石,

三重県鳥羽,長崎県島原の計6地区のワカメを母藻とし
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て生産したものを供試した。志賀島及び弘産の種苗は当

研究所内で培養したもの,岩手県及び三重県産の種苗は

岩手県釜石漁業協同組合で培養したもの,長崎県島原産

の種苗は本県養殖業者が例年使用しているものと同一の

ものである。

これらを図2に示すStn.1～3において,1997年11月7日

から'98年3月16日まで生産者と同じ方法で養殖を行い,

随時採集し,各種甫30個体について図3に示す全長,葉

長,葉幅の計測と羅病状況を調査した。

なお,病害等による生産不調が起こっているのは,

Stn.1及び2が含まれる湾内漁場に限られており,Stn.3

が位置する外海漁場では,これまで特に病害の発生はな

く,対照区として設置した。

また,摘採期における単位あたりの摘採量を調べるた

めに,各種苗の養成ロープ1mあたりの着生重量を計測し

た。
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図2　試験区位置
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1.全長　2.葉長　3.葉幅　4.欠刻幅

図3　ワカメ測定部位

さらに,各種苗による成体の形態的な特徴を明らかに

するために,Stn.1で2月23日及び3月3日に採集した個体

の中から各種苗40個体について図3に示す形質と重量,

葉厚を測定し,葉長/全長,葉幅/葉長,欠刻幅/葉幅,

全重/全長を求め,種百聞の差の有意性をDuncanの検定

法により検定した。なお,重量は湿重量,葉厚は最大葉

幅部分の製葉付け根部分を測定した。

結果及び考察

1.生育状況

各調査点における各種苗の生育状況を把握するため,

全長の推移を図4に示した。

湾内の漁場であるStn.1及び2では,ともに島原産が生

長が最もよく,ピーク時には全長180cmに達した。特にS

tn.2では他の5種の種苗との差が顕著だった。ただし,S

tn.1では2月中旬以降,Stn.2では3月上旬以降に,全長

が短くなる現象がみられた。これは先端部の老成化によ

って起こる"末枯れ3)"の影響によるものである。

佐須産及び釜石産種苗は,Stn.1では島原産に次いで

良好な生長を示したが,Stnつ及び2では2月中旬以降は

島原産と同様に全長が短くなる現象がみられた。

鳥羽産種苗は,Stn.1及び2では12月までは島原産を上

回る生長を示したものの,1月以降は全長の伸びが急激

に鈍化した。

志賀島産及び弘産種苗は,他の種苗のように全長が短

くなる現象や全長の伸びの鈍化はみられず,試験終了時

まで全長の伸びが持続した。このことは,これらの種苗

は生長速度が遅く,末枯れの影響が小さい比較的若い藻

体のうちに試験期間が終了したと考えられ,種苗を漁場

に展開する時期や摘採時期を工夫すれば,本試験の結果

以上に生長を示す可能性があることがうかがえた。

湾外のStn.3では,湾内のStn.1及び2に比べて,種苗

間での生長の差があまりみられなかった。また,湾内漁

場でみられたような末枯れにより全長が短くなるような

現象は確認できなかった。これらのことは湾外と湾内で

は波浪や栄養塩等,養殖条件が大きく異なることに関係

すると考えられた。
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1ヨ　薗　合　⑩一　一米・1鍵

150

全100
長

50

0

11月　　　12月　　　　1月　　　　　2月　　　　3月

11月　　　12月　　　1月　　　　2月　　　　3月

圃磯　平均全長の推移

試験開始から,末枯れの影響がまだ小さい2月16日ま

での,Stn.1における各種苗の全長と葉長の関係を図5に,

葉長と葉幅の関係を図6に示した。

全長と葉長の関係は,全ての種苗で直線回帰を示して

おり,全長に対して葉長あるいは茎部の長さは∴幼体か

ら成体に至るまで一定の割合で増加していることがわか

った。このうち,島原産種苗が最も傾きが小さく,他の

種苗に比べ,全長に対する葉長の伸びの割合が小さい,

つまり茎部の伸長に優れた生長様式であることがわかっ

た。
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図5　全長と葉長の関係

調査期間は1997年11月7日から,98年2月16日まで
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図6　薬長と葉幅の関係

調査期間は1997年11月7日から,98年2月16日まで

葉長と葉幅の関係では,志賀島,弘,佐須,釜石産の

4種では,葉長が大きくなるにつれて,葉幅の増加率が

大きくなる傾向を示したが,島原産ではほぼ直線的な関
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係を示し,また,鳥羽産では逆に葉幅の増加率が減じて

おり,種苗により葉幅方向への生長様式が異なることが

わかった。
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次に,Stn.1における旬ごとの日間生長量及び福岡湾

内の水温の推移を図7に示した。期間は末枯れの影響が

小さい2月上旬までとし,水温は福岡湾西部に位置する

当センターの定点観測資料を用いた。
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3

日

翌2
長
盈1

響
嵐
攣
釜石
-@ト

響
撃

11月　　　　　　　12月　　　　　　　　　1月　　　　　　2月

図7　旬別の日間生長量と水温の推移

各種苗とも12月中旬以降に日間生長量が増加し,釜石

産を除く5種は,1月中旬にピークを示して減少に転じた

のに対し,釜石産は1月中旬以降もほぼ横ばいの生長量

を示した。また,佐須産については1月中旬以降は釜石

産以外の4種の種苗に比べて高い生長量を示した。この

時期が期間中で最低の水温となっていることから,南方

系である他の4種と北方系である佐須及び釜石産とでは,

生長の面で最適水温帯が異なることがうかがえた。

各種苗の摘採期における養成ロープ1mあたりの着生

重量を表1こ示した。

着生重量は,Stn.1及び2では島原産がともに7,5kgで

最も優れ,次いで志賀島産の5.8kg,4.3kgとなり,Stn.

3では島原産が不明であるが,他の5種のうちでは弘産が

11.5Kgで最も優れていた。Stnつ及び2では生長と着生重

量の優劣が必ずしも一致しなかったが,その理由として

摘採期における養成ロープへの藻体の着生状況が大きく

異なったことが挙げられる。特に全試験区の鳥羽産と,

Stn.2での佐須産及び釜石産は養成ロープからの脱落が

激しく,着生本数が少なくなったため,他に比べ著しく

劣った。

各種苗の耐病性については,Stn.1及び2において,斑

点性先腐れ症の初期症状を試験期間中に全ての種苗で確

認したが,養殖施設設置期間の制約上,症状の進行をみ

るまえに試験が終了しており,種苗による相違は認めら

れなかった。今後は耐病性の評価を行う必要がある。

以上の結果から,今回のように大きな病害が発生しな

い場合には,島原産が生長,着生量ともに最も優れてお

り,福岡湾東部の養殖漁場への適性が高いと考えられた。

蔑瑠　摘採期における各種苗の養成ロープ1mあたりの着生重量(湿重量Kg)

種　苗　産　地

志賀島　　　　弘　　　岩手県佐須　岩手県釜石　三重県鳥羽　長崎県島原

5.8　　　　　　3.4　　　　　　2.8　　　　　　4.3　　　　　　0.3　　　　　　7.5

4.3　　　　　　2.9　　　　　　0　　　　　　　0.1　　　　　0.4　　　　　　7.5

臥8　　　　1上5　　　　　3.0　　　　　2.1　　　　　0　　　　　　欠測

2.形態的特徴

各種苗の成体の形質間比と葉厚を衷2に,各形質間比

について種苗間の差を検定した結果を表3に,また,成

体の形態を図8に示した。

形質間比から各種苗の形態的な特徴をみると,志賀島

産と弘産は欠刻幅/葉幅が0.28及び0.29と他に比べて大

きく,裂葉の切れ込みが浅いのが特徴的であった。両種

百聞の形質間比は,葉長/全長を除いて有意水準5%で

差が認められず,形態が非常に類似していた。

佐須産及び釜石産は,茎部が相対的に長く,製葉の切

れ込みが深い形態を示し,成実葉(通称メカブ)が図$

に示すように,茎の下部にあって葉状部から極端に離れ

ていた。

ワカメはその形態的特徴からワカメ(forma typica,

ナンブワカメ　(f.distans),ナルトワカメ(f.naruten-

sis)　の3品種に分類されており4)5),供試した6種の種

苗の母藻は,形態及び生育地方から判断して,佐須産及

び釜石産はナンブワカメ型,他の4種はワカメ型と考え

られる。佐須産及び釜石産にみられた前述の形態的な特

徴は,北方系の品種であるナンブワカメの特徴に一致し

ており,南方海域においてもその形態的特徴が発現した

と考えられた。

三重県鳥羽産は,茎が短く,葉幅が広く,裂葉の切れ

込みが深い形態を示し,欠刻幅/葉幅を除いて他の5種

の種苗と有意水準1%で差が認められ,他の種苗との形

態の違いがきわめて明瞭であった。したがって,同じワ
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表2　Stn.1における各種苗の成体の形質間比と葉厚

種苗産地
葉長/全長　　　葉幅/葉長　　欠刻幅/葉幅　　重量/全長　　　　葉厚(〟m)

(変動係数)　　(変動係数)　(変動係数)　　(変動係数)　　(変動係数)

志賀島

弘

岩手県佐須

岩手県釜石

三重県鳥羽

長崎県島原

0.78　　　　　　　0.68

(0.08)　　　　(0.31)

0.84　　　　　　　0.66

(0.07)　　　　(0.28)

0.77　　　　　　　0.44

(0.05)　　　　(0.24)

0.80　　　　　　　0.61

(0.05)　　　　(0つ9)

0.88　　　　　　　1.62

(0.04)　　　　(0.32)

0.82　　　　　　　0.58

(0.08)　　　　(0.24)

0.28　　　　　　　1.04　　　　　　172.8

(0.20)　　　　(0.52)　　　　　(0.43)

0.29　　　　　　　1つ5　　　　　　138.8

(0.35)　　　　(0.48)

0.23　　　　　　　0.72

(0.48)　　　　(0.53)

0.19　　　　　　　1.09

(0.25)　　　　(0.44)

0.18　　　　　　10.60

(0.25)　　　　(0.40)

(0.25)

199.6

(0.25)

358.0

(0.43)

278.4

(0.14)

0.23　　　　　　　1.67　　　　　　157.6

(0.18)　　　　(0.47)　　　　(0.20)

表3　各形質間比について種苗間の差の有意性の検定結果(Duncan▼snewmultiplerangetest)

志賀島 弘 岩手県佐須 岩手県釜石 三重県鳥羽

A　　 B　　 C　　 D A　 B　　 C　　 D A　　 B　　 C　　 D A　　 B　　 C　　 D A　　 B　　 C　　 D

志賀島

弘

岩手県佐須

岩手県釜石

≠　 一　 一　 一

一　 ≠　 ≠　 一

一　 一　 ≠　 -

≠　 ≠　 ≠　 -

≠　 -　 ≠　 - 十　 ≠　 十　 一

≠　 ≠　 -　 ≠

≠　 ≠　 -　 ≠

三重県鳥羽 ≠　 ≠　 ≠　 ≠ +　 ≠　 ≠　 ≠ ≠　 ≠　 -　 ≠

長崎県島原 ≠　 十　 ≠　 ≠ 一　 一　 ≠　 十 ≠　 ≠　 -　 ≠ 十　 一　 十　 十

A:葉長/全長,　B:葉幅/葉長,　C:欠刻幅/葉幅,　D:重量(g)/全長(cm)

-:有意水準5%で差が認められないもの,十:有意水準5%で差が認められるもの,≠:有意水準1%で差が認められるもの

カメ型と考えられた種苗間でも形態が大きく異なること

になり,前述した3つの品種のほかにも多くの品種が存

在する可能性が示唆された。

なお,島原産については,6種のなかでは中間型を示

した。

以上のような各種苗の形態的特徴は,同一漁場内で養

殖して現れていることから,原,石川6)や石川7)の報告

にあるように,環境要因よりも遺伝的要因によるところ
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が大きいと考えられる。

形態の相違は,製品の品質にも差異があることを意味

する。特に形質間比のうち,葉幅/葉長は加工時の歩留

まりに,葉厚は食感に大きく影響する。したがって,新

規の種苗を導入する際は,単に生長の優劣だけでなく,

製品への影響も考慮し,その種苗がもつ形態的特徴につ

いても十分な検討が必要と考えられた。

また,各項目の変動係数に着目すると,葉長/全長が
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0.04～0.08で個体差が最も小さいのにもかかわらず,種

苗聞で有意差が認められることから,種苗の形態的な特

徴を比較するのに最も適した形質といえる。

三重県鳥羽産

図8　各種苗の成体

要　　　　　約

1)福岡地区のワカメ養殖漁場において,志賀島産,弘

産,岩手県佐須産,同釜石産,三重県鳥羽産,長崎

県島原産の6種の種苗を用いて養殖試験を行い,生

長及び形態の比較を行った。

2)島原産種苗は,生長,着生量ともに最も優れており,

斑点性先腐れ症等の病害が発生しない場合には,福

岡湾東部漁場への適性は高いと考えられた。

3)志賀島及び弘産の種苗は,試験終了時まで全長の伸

びを示し,養殖ロープへの着生状態も良かったこと

から,種苗の張り込み時期や摘採時期を工夫するこ

とで,島原産種苗に近い摘採量が得られることが推

察された。

スケールバー:30cm

4)岩手県産の2種の種苗は,南方海域での養殖におい

ても,北方系の品種であるナンブワカメの形態的特

徴が発現した。

5)三重県鳥羽産種苗は,最も茎部が短く,さらに最も

葉幅が広く,同じワカメ型と考えられた種苗との形

態的差異が明瞭であることから,現在分斉されてい

る3品種のほかにも多くの品種が存在する可能性が

示唆された。

6)種苗聞で遺伝的要因による形態の差が認められたこ

とから,新規の種苗を導入する際は,製品への影響

も考慮し,単に生長の優劣だけでなく,その種苗が

遺伝的にもつ形態的な特徴についても十分な検討が

必要と考えられた。

7)形質間比のうち,葉長/全長が変動係数が最も小さ
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く,種苗間で有意差も認められることから,種苗の

形態的な特徴を比較するには最も適した形質といえ

る。
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